
郷
土
芸
能
を

継
承
す
る
子
ど

も
た
ち
の
芸
能
発
表
会
が
、

九

月
十
五
日
市
民
体

育
館
で
行
わ
 

れ
、
練
習
の
成
果
に
盛

ん
な
拍
 

手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

創
立
十
五
周
年
を
迎
え
た
五
 

所
川
原
青
年
会
議
所

（
島
村
吉

三
久
理
事
長
）
が
、
記
念
事
業

の
ひ
と
つ
と
し
て
行
っ
た
も
の

で
、
西
北
五
か
ら
十
団
体
、
約

二
百
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

そ
ろ

い
の
伝
統
衣
装
に
薄
化
 

粧
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
太
鼓

や
笛
の
音
に
合
わ
せ
あ
ざ
や
か

な
手
さ
ば
き
を
み
せ
、
舞
台
せ

ま
し
と
演
技
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

（
写
真ー
九
月
十
五
日
、
市

民
体
育
館
で
）
 

手
さ
は
き

も
あ
ざ

や
か
に
 

子
ど
も
郷
土
芸
能
発
表
会
 

円
 

0
J
 

部
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世 帯 数 	14,441 

（昭和54年 9月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,648人 

女 	27,218人 

市 の 人 口 

52,866人 
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し潜

畿
知
識

造
 

釦
釈
 
、
「港
識
臓
欝
一
 

会
福
祉
協
 

議
会
長
が
、
 

は
、
川
浪
 

属
霞
癖

？
翫
研
誠
潔
 

熱
（議
瞬
観
斑
 

犬
福
祉
 

泣
鷺
 c

（
謂
麟
w
七
 

会
開
懲
翼
 

昭和54年（1979年）10月1日（456号）② 

「健
康
を
保
っ
て
、
知
識
と

経
験
を
社
会
に
役
立
て
よ
う
」
 

五
十
四
年
度
の
 
「市
老
人
福

祉
大
会
」
は
九
月
十
三
日
、
市

民
文
化
会
館

に
七
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
千
二

百
人
を
招
い

て
行
わ
れ
、
長
寿
と
健
康
を
祝

い
A
口
い
ま
 

市
発
展
の
た
め
に
尽
し
て
ほ
し

い
」
 
と
あ
いさ
つ
、
寺
田
市
長

が
、
 
「よ
り
い
っ
そ
う
お
年
寄

り
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
た
い
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

次

い
で
満
八
十
八
歳
の
米
寿

を
迎
え
た
金
山
の
菅
原
キ
エ
さ

ん
ら
十
五
人
に
寺
田
市
長
か
ら

顕
彰
状
と
記
念

の
座
ぶ
と
ん
が

贈
ら
れ
た
ほ
か
、
寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
を
永
年
に
わ
た
っ
て

介
護
し
て
き
た
十
人
に
表
彰
状
 

米
寿
お
め
で
と
う
 

満
ハ
十
八
歳
の
米
寿
者
 

菅
原
キ
エ
、
中
谷
吉
次
郎
、
 

山
口
い
そ
（
以
上
金
山
）
、
舘

山
チ
ョ
、
吉
岡
善
之
助
（
以
上

川
山
）
、
米
村
賢
一
郎

（高
瀬
）
、
 

石
岡
勇
吉
、
須
藤
み
ね
（
以
上

福
山
）
 

秋
田
善
五
郎

（浅
井
）
、
新

岡
三
郎
平
（
下
平
井
町
）
、
成
 

田
や
よ
（
小
曲
）
、
成
田
堅
造
、
 

三
上
つ
る

（
以
上
本
町
）
、
田

中
み
豆
（
岩
木
町
）
、
成
田
興

三
郎
（
広
田

）
 

寝
た
き

り
老
人
 

介
護
者
 

小
田
桐
り
魚
（
福
山
）
、
 

長
尾
菊
代

（松
野
木
）
、
 

秋
田
は
な
（
中
泉
）
、
 
一

戸
つ
せ
、小
田
桐
や
東
（
以

上
広
田
）
、
今
た
み
（
俵

元
）
、
斎
藤
キ
ミ
（
前
田

野
目
）
、
増
田
さ
か
い
（長

富
）
、
山
口
ア
子

（
毘
沙

門
）
、
神
キ
ミ
（
松
島
町
）
 

感
謝
状
受
賞
者
 

老
人
ク
ラ
ブ
松
鶴
会
（
松

島
町
）
、
木
村
幸
八

（旭

町
）
 

九
十
歳
に
 

達
し
た
長
寿
者
 

（
県
老
人
福
祉
大
会
に
お
け
る
 

顕
彰
状
伝
達
）
 

石
岡
さ
わ

（松
野
木
）
、
小
 

山
キ
ワ

（金
山
）
、
笹
森
そ
よ
 

（
水
野
尾
）
、
対
馬
イ
サ
（
米

田
）
、
高
橋
志
奈
（
唐
笠
柳
）
、
 

竹
山
幸
作
（
旭
町

）
、
藤
木
と

せ
（
柏
原
町
）
、
三
浦
一
孝
（
小

曲
）
、
浅
利
サ
ワ
、
岩
田
キ
ョ
 

（
以
上
飯
詰
）
、
木
村

つ
や
（鳥

森
）
、
秋
田
み
さ
（
川
山
）
 

老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
者
 

中
泉
長
寿
会

（
大
谷
慶
作
）
、
 

さ
つ
き
町
み
ど
り
会
（
吉
岡
吉

五
郎
）
、
本
町
寿
光
会
（
葛
西

専
造
）
、
松
島
町
松
鶴
会
（
三

上
与
助
）
 

在
任
十
年
以

上
表

彰
者
 

毛
内
勝
次
郎

（吹
畑
長
生
会
）
、
 

小
川
正
弘
（
中
平
井
町
寿
会
）
 

（
敬
称
略
）
 (

 

「
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
 

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

市
制
施
行
2
5周
年
 

記念式典は、12日午後 2時から市民体育館で 
ど
な
た
も
お
気
軽
に
参
加
を
 

五
所
川
原
市
市

制
施
行
二
十
五

周
年
記

念
式
典

は
、
十
月
十
二

日
（
金
）
午
後
一
一

時
か
ら
市
民

体
育
館

に
歴
代
市
長
・
議

長

等
の
顕
彰
者
を

は
じ
め
市
内
外

の
各
界
か

ら
千
二
百
六
十
七
人
を

招
待
し

て
行
わ
れ

ま
す
。
 

記
念
式
典
で

は
、
故
人
を
含
め
た
歴
代

市
長
・
議

長
、
合
併
時

の
町
村
長
・
議

長

二
十
三
人
を

顕
彰
す
る
ほ
か
、
 
一
般
か
ら

公
募
し
た
市
の
花
、
市
の
鳥
、
市
の
木
が

発
表
さ
れ
ま
す
。
 

式
典
に

引
き
続
い

て
行
わ
れ
る
ア
ト

ラ

ク
シ
ョ

ン
で
は
、
五

一
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
 

七
ツ
館

小
の
獅
子
舞
、

秀
栄
会
津
軽
三
味

線
、
五
所
川
原
合

唱
団
が
披
露
さ
れ
、
一
一

十
五
周
年
を
祝
い

ま
す
。
 

式
典

・
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
は
、
招
待

者
以
外

の
一
般
市
民
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

の
で
、
ご
近
所
お

誘

い
合
わ
せ
の

う
え
二
階
観
覧

席
か
ら
ご
観
覧
下
さ
い
。
 

お
い
で
の
際
は
、
駐
車
場
の

ス
ペ
ー
ス

に
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
自
家
用
車

は
で
き
る
だ
け
遠
慮

く
だ
さ
る
よ
う
ご
協

力
願

い
ま
す
。

な
お
、
 
一
般
の
方
は
、
ス

リ
ッ
パ
を
ご
持
参
下
さ
い
。
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家
庭
を
大
切
に
 
心
豊
か

な
明
る
い
社
会
を
」
 

第
ニ
十
二
回
、
 
「五
所
川
原

市
社
会
福
祉
大
会
」
が
、
九
月

十
日
市
民
文
化
会
館

に
二
百
五

十
人
の
福
祉
関
係
者
が
出
席
し

て
開
か
れ
、
少
年
の
健
全
育
成
 

・

老
人
問
題
を
積
極
的
に
取
り

上
げ
、
身
障
者
や
母
子
世
帯
を
 

中
心
に

福
祉
の

充
実
を

図
る
こ
 

と
を
決
議
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
川
浪
金
昇
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
、
 
「健
全

で
明
る
い
地
域
社
会
を
建
設
し

よ
う
」
と
式
辞
を
述
べ
、
寺
田

市
長
が
、
 
「厳
し
い
社
会
情
勢

に
あ
っ
て
も
地
域
福
祉
の
向
上

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
 

と
あ
い
さ

つ
、
次
い
で
福
祉
活
 
 

動
に
功
績

の
あ
っ
た
十
五
人
を

表
彰
、
善
意
銀
行
の
預
託
や
奉

仕
活
動
を
行
っ
た
二
十
五
人
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
片
岡
喜

代
志
さ
ん

（長
橋
支
部
）
が
、
 

「今
後
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
お
札
を
述
べ
、
来
賓

の
県
知
事
（代
理
）
ら
が
次
々
お
 

祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
決
議
文
の
発
表
と

と
も
に
、
 
「関
係
機
関
・
団

体

と
密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら

一
段
と
社
会
福
祉
活
動
を
強
化

し
、
住
民
の
福
祉
を
守
っ
て
明

る
く
豊
か
な
社
会
建
設

の
実
現

を
期
そ
う
」
と
宣
言
し
ま
し

た
。
 

大
会
で
は
、
弘
前
市
公
民
館
 
 

運
営
審
議
会
会
長
の
岡
本
千
吉

郎
氏
が
、
 
「最
近
の
世
相
」
と

題
し
て
講
演
、
民
謡
・
舞
踊
の
‘
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
し

た
。
 

十
年
以
上
の
福
祉
活
動
で
表

彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

小
山
フ
ヂ
エ
、
川
浪
金
太
郎
、
 

片
岡
喜
 

代
志
、
 

福
士
信
 

悦
、
阿
 

部
義
爾
、
楠
美
せ
つ
、
前
田
勝

雄
、
寺
田
辰
三
郎
、
藤
森
徳
三

郎
、
中
谷
圧
左
工
門
、
猿
賀
金

蔵
、
増
田
光
信
、
三
上
優
子
、
 

本
圧
ゆ
り
、
阿
部
シ
サ
 

（敬
称
略
）
 

市
社
会
福
祉
大
会
開
く
 

市
の
執
務
時
間
 

十
月
一
日
か
ら
市
役
 

ら
午
後
四
時
十
五
分
ま

所
（
病
院
を
除
く
）
の
 
で
 

執
務
時
間
が
、
次
の
よ
 

（
昼
の
休
憩
時
間
は
、
 

う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
 
正
午
か
ら
午
後
零
時
四
 

十
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
 

ロ
期
間
 
十
月
一
日

か
ら
来
年
二
月
末
日
ま

で
 ロ

月
曜
日
か
ら
金
曜

日
 午

前
八
時
三
十
分
か
 

十
五
分
ま
で
。）
 

ロ
土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
 

ら
午
後
零
時
十
五
分
ま
 

で
 

「行政相談週間」 
10月14日（日）~10月20日（土） 

住民の行政に関する苦情や仕事のこと等の相談に応 

じ、その解決を手助けするため、下記の場所で行政相 

談所を開きますのでご相談下さい。 

無料で秘密を守り、親身になって相談に応じます。 

「行政相談所」 

ロと き 10月15日から10月20日まで 

午前 9時から午後3時まで 

（土曜日は正午まで） 

ロところ 市民相談室（市庁舎2階） 

ロ行政相談委員 

10月15日から20日までの期間中は、行政相談委員 

が常駐し、相談窓口を開設Ijますのでご利用下さい。 

行政相談委員 坂 本 甚 作 氏 

成 田 栄 ― 氏 氏
 

り
 

一
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五
十
三
年
度
の
 
「市
税
納
期
内

完
納
者
表
彰
式
」
は
、
九
月
十
一
一

日
午
後
一
時
か
ら
市
民
文
化
会
館

に
お
よ
そ
二
百
人
の
完
納
者
が
出

席
し
て
行
わ
れ
、
寺
田
市
長
か
ら

八
百
五
十
七
人
の
個
人

・
法
人
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

五
十
三
年
度
の
納
期
内
完
納
者

は
、
個
人

・
法
人
合
わ
せ
て
六
千

三
百
五
十
六
人
あ
り
、
こ
の
う
ち

表
彰
年
に
当
た
る
五
年
、
十
年
、
 

十
五
年
、
二
十
年
の
完
納
者
は
八

百
五
十
七
人
で
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
寺
田
市
長
が
、
「市

財
政
の
効
率
的
な
運
用
に
よ

り
皆

さ
ん
の
努
力
に
報
い
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
、
引
き
続
き
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
 

癌難鞭絵麟翻 

節
約
は
 
日
本
の
課
題
 
我
が

家
の
課
題
 

み
ん
な
で
や
ろ
う
 
石
油
節
約
 

/
 

品 名 節約方法のポ イ ン ト 

テ レ ビ 

●テレビは、っけっ放しにしな

いで中座したり、用事で暫く

見ない時は、こまめにスイッ

チを切りましよう。 

照 	明 

●使わない部屋などの不要なあ
かりはこまめに消しましようc 

洗たく機 

●洗たく物は、洗たく機1回分

の容量で、まとめて洗いまし

よフ o 

掃除機 
●洗たくできるフイルターや、 

集じん袋は、ときどきふり洗

いしましよう。 

冷蔵庫 
●扉の開閉は、できるだけ少な

くし開放時間も短かくしまし

よフ o 

風 	呂 

●浴槽に最初から適量の水を入

れて適温にわかして入りまし

よフ 0 

マイカ― 

●自動車の速度はひかえ目に、 

できるだけ経済的な速度で走

りましよう。 

新
出
稼
相
談
員
等
決
ま
る
 

四
人
の
委
託
徴
収
員
決
ま
る
 

雄
翻
ょ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ー
 

市
で
は
、
九
月
五
日
か
ら
次
 
屋
町
、

さ
つ
き
町
、
下
平
井
町
、
 

の
四
人
に
水
道
料
金
等

の
徴
収
 
中
平
井
町
、

雛
田
、
敷
島
町
、
 

業
務
を
委
託
、
徴
収
に
当
た
ら
 
上
平
井

町
 

せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
 

柏
原
町
、
末
広
町
、
幾
島
町
、
 

く
お
願
い
し
ま
す
。
 

旭
町
、
東
雲
町
、
 
一
野
坪
、
尻

委
託
徴
収
員
の
氏
名
と
徴
収
 
無
、

太
刀
打
、
十
川
町

区
域
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
長
尾
興
贋
さ
ん

（
市
内
松

ロ
安
田
義

一
さ
ん

（
市
内
下
 

島
町
二
丁
目
一
二

）
 

平
井
町
五
四
）
 

鎌
谷
町
、
松
島
町
、
新
田
町
、
 

大
町
、
本
町
、
川
端
町
、
布
 

ー
ッ
谷
、
東
町
、
弥
生
町
、
元
 

市
出
稼
相
談
員
及
び
出
稼
留

守
家
庭
婦
人
世
話
人
等
の
辞
令

交
付
式
は
、
九
月
十
三
日
午
後

一
時
か
ら
市
民
文
化
会
館
で
行

わ
れ
、
寺
田
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
者
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
 

寺
田
市
長
は
、
辞
令
交
付
に

先
立
ち
、
 
「互

い
に
連
絡
し
合

っ
て
健
全
で

明
る

い
出
稼
ぎ

実
現
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
下
さ

い
」
 
と
あ
いさ
つ
、
事
故
の
な

い
安
全
な
出
稼
ぎ
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
 

新
出
稼
相
談
員
は
次
の

と
お

り
で
す
。
 

ロ
栄
地
区
 

木
村
久

（
姥
泡
）
、
斎
藤
清

美
（
七
ッ
館

）
、
 一
戸
美
喜
雄
 

（
稲
実
）
 

ロ
松
島
地
区
 

小
山
内
喜
蔵
（
吹
畑
）
、

高

橋
佐
次
兵
衛
（
水
野
尾
）
、
今

憲
一
 
（
金
山）
 

ロ
中
川
地
区
 

松
沢
清
治
郎
、
吉
岡
留
四
郎
 

（
以
上
川
山
）
、
石
谷

一
昭
、
 

石
谷
正
志
（
以
上
沖
飯
詰

）
、
 
 

高
橋
東
五
郎
（
中
泊
）
 

ロ
飯
詰
地
区
 

佐
藤
紀
雄
（
飯
詰
）
 

ロ
七
和
地
区
 

伊
藤
武
一
 
（
羽
野
木
沢
）
 

ロ
三
好
地
区
 

川
浪
勝
幸
、
 一
戸
慶
喜
、
竹
 

谷
誠
之
助
（
以
上
藻

川
）
、
川
 

浪
正
造
（
鶴
ケ
岡
）
 

ロ
小
曲
地
区
 

敦
賀
光
雄

（
小曲
）
 

ロ
長
橋
地
区
 

須
藤
輝

一
 （
野
里
）
 

ロ
五
所
川
原
地
区
 

山
川
定
助
（
新
宮
）
 

ロ
毘
沙
門
地
区
 

田
村
勉
、
高
橋
正
市

（以
上
 

、
 

町
、
漆
川
、
金
山
、
水
野
尾
、
 

米
田
、
唐
笠
柳
、
石
岡
、
吹

畑
 ロ

工
藤
力
夫
さ
ん
（
市
内
米

田
字
八
ッ
橋
六
四
ー
五

）
 

小
曲
、
新
宮
団
地
、

新
宮
町

飯
詰
、
桃
崎
、
藻
川
、
鶴
ケ
岡

高
瀬
、
福
泡
、
田
川
、
種
井

沖
飯
詰
、
桜
田
、
中
泊
、
長

富
、
毘
沙
門
、

川
山
 

ロ
成
田
長
右
衛
門
さ
ん

（
市

内
鳥
森

二
ニ
ー
ニ
ニ
）
 

錦
町
、
新
町
、
寺
町
、
柳
町

田
町
、
栄
町
、
岩
木
町
、
み
ど

り
町
、
千
鳥
町
、
湊
 

三
ッ
屋
、
猫
測
、
梅
田
、
稲

実
、
七
ッ
舘
、
広
田
、
浅
井
、
 

神
山
、
姥
（
泡
、平
和
町
 

毘
沙
門
）
、
山
口
栄
太
郎
（
共
 

栄
）
、
高
谷
政
一
 
（長
富
）
 

ロ
梅
沢
地
区
 

、
 

石
崎
昭
、
前
田
公
範
（
以
上

梅
田
）
、
関
幸
雄

（
中泉
）
 

ノ
 

《
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野
」早
の
r
 

而

月
上
旬
ー
1
0月
中
旬
）
 

▽
ノ
コ
ン
ギ
ク

（
キ
ク科
）
。
 

津
軽
地
方
で
は
普
通
に
見
ら

れ
る
多
年
草
で
す
0
 

紺
色
の
頭
状
花
を
つ
け
、
原

野
な
ど
に
生
え
る
こ
と
か
ら
和

名
が
つ
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
と
よ
く
に
た
草
に
、
有
 

名
な
「ョ
メ
ナ
」
があ
り
ま
す
が
、
 

本
県
で
は
多
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

両
種
の
区
別
点
は
、ノ
コ
ン
ギ

ク
に
は
冠
毛
が
あ
る
が
、
ョ
メ

ナ
に
は
冠
毛
が
な
い
こ
と
で
す
。
 

▽
II
Iソ
ソ
バ

（
タ
デ科
）
。
 

農
家
で
は
豚
や
牛
に
食
べ
さ

せ
て
も
い
ま
す
の
で
、
知
っ
て
 

い
る
人
が
多
い
一
年
草
で
す
。
 

和
名
は
、
「溝
に
生
え
る
ソ
バ
」
 

と
い
う
意
味
で
す
。
 

溝
や
水
辺
に
ピ
ン
ク
の
花
を

群
れ
咲
か
せ
る
さ
ま
は
見
事
で

す
。
 

こ
の
草
の
葉
形
が
三
角
形
で
、
 

牛
の
顔
形
に
に
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、津
軽
で
は
「
ベ
コ
ノ
ツ
ラ
」
 

と
俗
称
し
て
も
い
ま
す
。
 

（
津
軽フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
）
 

き
の
こ
と
り
の
 

遭
難
事
故
を
な
く
し
ま
し
よ
う
 

鷺
師
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
完
成
 

今
年
も
ま
た
き
の
こ

と
り
の

季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
毎
年

遭
離
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま

す
。
 

ひ
と
た
び
遭
難
事
故
が
発
生

し
ま
す
と
、
多
く
の
人
に
迷
惑

を
か
け
る
ほ
か
、
捜
索
の
費
用

も
遭
難
者
が
負
担
し

な
け
れ
ば

な
り
j
せ
ん
。
 

き
の
こ
と
り
な
ど

で
山
に
入

る
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ

て
遭
難
事
故
の
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

天
気
予
報
を

よ
く
確
か
め

る
。
 

薄
着
を
し
な
い
。
簡
易
雨

衣
、

マ
ツ
チ
の
ほ
か
食
糧
を

多
め
に
持
つ
。
 

．一
家
族
等
に山
の
コ
ー
ス
、
 

帰
宅
時
間
、
同
行
者
を
知
ら

せ
て
お
く
。
 

地
理
の
わ
か
ら
な
い
山
に

は
入
ら
な
い
。
 

自
分
の
体
力
に
合
っ
た
行

動
を
す
る
。
 

団
体
の
時
は
、
集
合
時
間
、
 

場
所
、

コ
ー
ス
等
を
よ
く
打

ち
合
わ
せ
、
必
ず
守
る
よ
う

に
す
る
。
 

山
に
入
っ
た
ら
お
互
い
に

呼
び
合
っ
て
、
位
置
を
連
絡

し
合
う
。
 

天
候
が
悪
く
な
り
そ
う
な

と
き
は
、
早
く
き
り
あ
げ
る
。
 

道
に
迷
っ
た
ら
無
理
を
せ

ず
に
、
火
を
燃
や
す
な
ど
し

て
救
助
隊
に
知
ら
せ
る
方
法

を
と
る
。
 

帰
宅
予
定
時
刻
を
過
ぎ
て

も
帰
ら
な
い
と
き
は
警
察
に

知
ら
せ
る
。
 
 

入
 
市

で
は
、
野
里
埋
立

段
 
地
に

捨
て
ら
れ
た
燃
え

馴
川
 
な
い
ゴ
ミ
を
覆
土
・
整

く
 

地
す
る
た
め
搬
入
時
間

ミ
 

を
定
め
て
い
ま
す
o
 

、コ
 

と
こ
ろ
が
、

い
ま
だ

い
 
部
の
方
か

ら
協
力
が
 

●

ト
 
得
ら
れ
ず
困
っ
て
お
り
 

ま
す
の
で
、
埋
立
地
を
 

ーノ
 
利
用
さ
れ

る
方
は
、
次

嫁
 

の
事
項
を
十
分
守
っ

て
 

下
さ

い
。
 

ロ
搬
入
時
間
は
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
で

す
。
 
（
日
曜
日
は
休
み
で
す
。）
 

自
然
景
観
で

知
ら
れ
る
不
動

公
園
の
整
備
は
、
県
が
行
う
飯

詰
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業
と
市
の
 

ロ
搬
入
の
際
は
、
必
ず
シ

ー
 

ト
等
を
か
ぶ
せ
、
ゴ
ミ
の
飛
散

防
止
に
努
め
て
下
さ

い
。
 

ロ
埋
立
地
で
は
、
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
 

ロ
燃
え
る
ゴ
ミ
は
絶
対
搬
入

し
な
い
で
下
さ

い
。
 

（
燃
え
る
ゴ
ミ
の
建
築
廃
材

は
、
 一
H
位
に
切
断
し
高
瀬
焼

却
場
へ
搬
入
し

て
下
さ
い
。
）
 

ロ
搬
入
車
柄

は
、
道
路
事
情

で
四
J
車
ま
で
と
し
ま
す
。
 

ロ
搬
入
時
間
外
に

は
、
進
入

禁
止
の
サ
ク
を
設
け
て
お
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
 

整
備
事
業
に
よ
っ

て
す
す
め
ら
 

れ
て
お
り
ま
す
。
 

市
の
本
年
度
事
業
で
あ
る
ハ
 

イ
キ
ン
グ

コ
ー
 

ス

（①
雨
池
コ
 

ー
ス
二
千
四
百

居
、
②
不
動
コ
 

ー
ス
七
百
五
十
 

1
1）
と
東
屋
の

建
設
が

こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し

た
。
 

こ
の
う
ち
雨

池
コ
ー
ス
は
、
 

山
菜
や
き
の
こ

が
豊
富
な
坪
毛

沢
林
道
添
え

の
 

普
通
の
ゴ

ミ
、
大
き
な

ゴ
ミ
を
出

す
時

間
は
、
当

日
の
朝
八
時
三
十
分

ま
で

と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
 

最
近
、

前
日
や

収
集
後
に

出
し

て
い
る
方
が

見
受
け
 

雨
池
神
社
か
ら
入
る
も

の
で
、
 

終
点
近
く
で
は
岩
木
山
と
津
軽
 

平
野
が

一
望
で
き
、
健
康
増
進
 

パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま

す
。
時
間
外
に

持
ち
出
し

ゴ
ミ
を
発
見
し

た
場
合

は

法
に
よ
っ

て
罰
せ
ら
れ
ま

す
の
で
、

十
分
注
意
し

て

下
さ

い
。
 

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

む
人
達
で
賑
わ

い
そ
う
で
す
。
 

は
 
九
時

か
ら
午
後
三
時
半
ま
で
 

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
 

出
し
て
下
さ
い
 

ら
れ
ま
す
の
で
、

絶
対
、
 

な
お
、

交
通
渋
滞
等
で

当
日

の
朝
以
外

は
出
さ
な
 

収
集
時
間
が

ず
れ
る
こ
と

い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
 

も
あ

り
ま
す
の
で
、

お
知

今
後
、

市
で
は

各
町
内
 
ら

せ
し
ま
す
。
 

（部
落

）
の
集
積
場
所

の
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瓜
「
ツ
 

、

一
 

図
 

髪
 

着
 

誘
蜘
 

新
 

ん
」
」」
、
 市立図書館 

米の未来学 	樋口 清之 

時刻表名探偵 石野 哲

世界の鉄道 

教育テレビ活用術 松田 義幸

農稼業事農業余話 児島 如水 

水田軽視は農業を亡ぼす 
吉田 武彦 

リンゴ栽培の新技術 
山崎 利彦 

図解家庭温室作り方使い方 
野尻 勲 

雑草の防除 	筒井喜代治 

小品盆栽全科 中村 享 

寄植え石付盆栽の仕立て方 
小島 良博 

陶磁器の作り方 若竹 良一 

辞書と日本語 見坊 豪紀 

サラリーマンの英語 
国弘 正雄 

時事用語辞典 法学院編集部 

私的生活 	田辺 聖子 

思誼の紐 	松本 清張 

春の海鳴り 	北泉 優子 

白布の人 	笹森 貞二 

むすめの座標 草柳 大蔵

世界児童文学案内 神宮 輝夫

日本児童文学案内 鳥越 信 

家庭の秘密 	丹羽 文雄 

野 望 	 船山 馨 

愛の装飾 	黒岩 重吾 

空色のアルバム 太田 治子 

水中花 	 五木 寛之 

呑舟の魚 	 西村 寿行 

天才画の女 	松本 清張 

人生仮免許 山口 瞳 

春の嵐 	 池波正太郎 

空洞の怨恨 	森村 誠一 

雪華の乱 	岡田 誠三 

凍原の蜂火 	小田原金一 

奇跡の武将 	柴田錬三郎 

聖子

清張

優子

貞二

大蔵

輝夫

信 

文雄

馨 

重吾

治子

寛之

寿行

清張

瞳 

田辺

松本

北泉

笹森

草柳

神宮

鳥越

丹羽

船山

黒岩

太田

五木

西村

松本

山口 

歌舞伎十八番 

和紙のちぎり絵 

書道賓典 

瓶の中 

相撲のわかる本 

足寄より 

釣の青森県 

仏像事典 

釣り人料理 

言語と言語科学 

康二

はる

春敬

秀子 

戸板

中野

飯島

高峰 

北出清五郎

松山 千春

芳賀 故城

久野 健

皆川 洋 

池波正太郎

森村 誠一

岡田 誠三

小田原金一

柴田錬三郎 
ロマーンヤーコブソン 

生きていた絵文字の世界 
山田 勝美 

中
村
さ
ん
手
作
り
の
馬
鞍
を
寄
贈
 

大
変
ク
福
祉
年
金

（国
民
年
金
）

証
書
の
提
出
を
 

忘
れ
る
と
、
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
 

大
至
急
、
証
書
を
市
の
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

忘
れ
ま
す
と
、
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

美
し

い
環
境
を
目
指
し
 

市
内
小
中
学
校
作
品
展
 

国
民
年
金
特
例
納
付
に
資
金
貸
付
 

市
制
施
行
二
十
五

周
年
記
念

の
「
美
し
い
五
所

川
原
の
街
づ

く
り
を
目
指
し
て
」
と
題
し
た
 

市
内
敷
島
町
、
中
村
板
金
店

店
主
中
村
正
治
さ
ん

（
七
四
）
 

は
こ
の
ほ
ど
、
市
制
施
行
二
十

五
周
年
を
記
念
し
、
中
村
さ
ん
 

市
内
小
中
学
校
の
作
品
展
が
、
 

九
月
一
日
か
ら
三
日
間
、
市
内
 

本
町
「
中
三
」
デ
パ
ー
ト
で
開
 

か
れ
、
き

れ
い
な
環

境
を
目
指

し
て
児
童
、
 

生
徒
が
力

を
込
め
て
 

制
作
し
た

書
道
や
図
 

画
が

い
っ

ぱ

い
展
示

さ
れ
、
観

覧
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
 

し
た
。
 

が
精
魂
を
こ
め
て
作
っ
た
馬
鞍
 

（
ク
ラ
）
、
そ
れ
に
矢
立
て
、
 

カ
ン
ー
で
フ
を市
に
寄
贈
し
ま
し

た
。
 

鞍
は
、
彫
金
を
ほ
ど
こ

し
た
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
り

っ
ぱ
な
も
の
で
、
十
日
が

か
り
で
作
っ
た
と
い
う
。
 

市
で
は
、
市
立
郷
土
館

に
保
存
、
展
示
し
ま
す
。
 

中
村
さ
ん
は
、
昨
年
十

二
月
卓
越
技
能
者
と
し
て

県
知
事
賞
を
受
け
て
い
ま

す
。
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
り
、
保
険
料
を
納
め
て

い
な
い
た
め
、
将
来
無
年
金
者

に
な
る
方
を
救
済
し
よ
う
と
、
 

昨
年
七
月
か
ら
来
年
六
月
ま
で

特
例
納
付
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
 

特
例
納
付
が
ス
タ
ー
ト
し
て

一
年
を
経
過
し
た
現
在
、
無
年

金
者
の
中
で
年
金
権
を
得
た
方

は
、
ま
だ
ま
だ
少
く
、
か
な
り

の
無
年
金
者
が
残
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
低
調
さ
は
、
 

ま
と
ま
っ
た
保
険
料
を
納
め
る
 
 

こ
と
の
で
き
な
い
方
が
あ
る
の

も
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

そ
こ
で
、
そ
う
し
た
方
々
へ

資
金
の
貸
付
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

最
高
が
ニ
十
五
万
円
 

民
生
委
員
が
窓
口

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て

い
る
世
帯
更
生
資
金
貸
付
か
ら

融
資
す
る
も
の
で
、
特
例
納
付

に
要
す
る
額
の
二
分
の
一
以
内

で
、
最
高
が
二
十
五
万
円
で
、

‘
 

来
年
五
月
末
日
ま
で
で
す
。
 

六
カ
月
以
内
の
据
置
期
間
後
、
 
 

三
年
以
内
に
返
済
す
れ
ば
よ
く
、
 

年
利
三
％
（
据
置
期
間
中
は
無

利
子
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

地
区
の
民
生
委
員
が
相
談
に
の

り
ま
す
の
で
、

利
用
者
は
、
市

の
国
民
年
金
係
か
ら
、
 
「国
民

年
金
特
例
納
付
の
確
認
書
」
を

貰

い
民
生
委
員
に
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。
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